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モルダム注入状況 モルダム注入完了断面　　　

排水機能を確保！ 優れた接着性を有する充填材を注入して補強する特許工法の石積接着補強工

積石を溶接するように接着するこ
とが可能であるため、間知石だ

けでなく玉石や雑石等の積石も
一枚岩のように一体化することが

可能です。

施工箇所の幅が１ｍ程度の狭い場所でもモルダム工法
なら施工が可能です。プラントは超小型サイズを使用し

ているため施工ヤードも最小限となります。

目地が狭い部分でも特殊ノズル
（特許出願中）を使用することで

モルダムを注入することが可能
です。

石積みの目地の広さの状態により充填剤の石積専用接着剤（モルダム）は、プレミックスモルタルの「モルダムエース」と経済的な
現場配合の「Gタイプ」を選択できるようになりました。また、水中不分離型の石積専用接着剤「モルダムエース（Sタイプ）」も選択でき
るため、様々な石積みに対応することが可能です。

石積みの補強に優れた接着力を有する充填材を採用しています

＜特長＞
MORUDAM工法（石積接着補強工）は、既設の石積みに優れた接着性を
有する石積専用接着剤（モルダム）を注入することで石積みを内部から接着
補強する工法です。
水抜きの先端部周辺に設置する部分的な遮壁層とモルダム独自の注入特
性により、排水管や透水層（水が抜けるための重要な空間）を閉塞することな
く確実に注入できることを特長とし、石積みの排水機能を確保した「理想的な
状態」で個々の積石を接着して一枚岩のように接着補強する事が可能となり
ました。

目地の隙間がない石積みでもピンポイント接着補強（特

許査定）により注入することが可能です。それはジャミン

グ転移が少なく、注入口から風船が膨らむように充填さ

れるモルダムエース流動特性により可能となりました。

護岸工事に有効である水中不分離型のモルダムエース

（Sタイプ）の開発にも成功しました。

現在特許出願中である水中打設の工法と合わせると

様々な石積みの補修に対応可能です。

※石積接着補強工法は多くの公共事業に採用されています。
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